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第2881例会	 令和 2 年 2 月 19 日（水）
（本年度第 28回）

点　鐘 戸川 俊雄 副会長
スマイル体操 豊見山 徹 親睦副委員長

司会と斉唱 大塚 正一 会場監督
茂木 常夫 ソングリーダー

「それでこそロータリー」
お客様紹介 峯岸 雅宏 親睦委員

大谷 隼夫 様（東京西 RC）
小川 湧三 様（川崎鷺沼 RC）

出席報告 若林 潤 出席委員
会員数 55 名 出席 30 名 欠席 25 名

（対象外 6 名） 出席率 61.22%
前々回訂正 欠席 25 名 MAKE UP 6 名

（対象外 6 名） 訂正出席率 73.47%
欠席者
朝山君 クルーズ君 波木井君 花田君 星野（博）君 
星野（妃）君 上山君 北村君 小林君 柾木君 
松山君 三平君 宮下君 溝淵君 野口（哲）君 
帯谷君 相良君 佐久間君 関君 世良君 
重田君 色摩君 渡邊君 山川君 柳澤君

会長報告 戸川 俊雄 副会長
1.  クラーク記念国際高等学校横浜青葉キャンパスより、令和

元年度卒業式のご案内
日時：3 月 1 日（日）13：00 ～ 15：00
会場：ホテル KSP 3 階 KSP ホール

2. 第 2 グループ会長・幹事会のご案内（幹事 川崎鷺沼 RC）
日時：3 月 11 日（水）18：00 ～
会場：とうふ屋うかい鷺沼店
※洪 ガバナー補佐、会長、幹事で出席して参ります。

幹事報告 野口 隆一 幹事
1. 地区からの来信

神奈川県ロータリアン親睦テニス会のご案内
日時：4 月 14 日（火）9：30 集合
16：00 パーティー　18：00 解散予定
会場：湘南ローンテニスクラブ
※参加ご希望の方は、事務局までお知らせ下さい。

2. 他クラブ例会臨時変更
 ●川崎高津南 RC
3 月 16 日（月）　休会
3 月 23 日⇒ 24 日（火）　移動例会　お花見例会
3 月 30 日（月）　休会

クラブフォーラム 松下 幸夫 国際奉仕委員長
今年度の国際奉仕委員長として、今
までの歴史を振り返りつつ、朝山年
度のテーマである「この先の未来へ」
に沿った新しい奉仕活動を考えた上
で、この半年間活動して参りました。
本日はその現状と今後の流れについ
てお話しさせていただきます。

【これまでの歴史：バヌアツ共和国への国際医療奉仕】
第 1 回訪問は 2001 年、バヌアツ共和国の首都ポートビラの
ビラ国立中央病院にマラリア診断に必要な撮影装置付マイク
ロスコープを寄贈しました。その後も現地訪問し、聴診器、
血中酸素計測器、手術室で使う無影灯、乾電池の贈呈をしま
した。また、シスメックス社の協力を得て血液分析装置を贈
呈し、サポートスタッフを現地に派遣、操作指導も行いました。
そして 2012 年からは、現在行っている川崎市消防局から譲
り受けた救急車を寄贈する支援を、近隣クラブ、トヨタ自動
車（車両整備）、日本通運（車両輸送）、東京大学工学部有志（車
両外装）などの協力を得て、始めました。

【今年度の国際奉仕委員長としての使命・計画】
計画策定に伴い、先輩ロータリアンからいくつかの助言をい
ただきました。
■ターゲット：近隣地域の公立学校に通う外国人子女
■受取人との顔が見える関係性の構築が重要！

こちらとしては、良かれと思った国際奉仕活動であっても、
相手側の受取人がそれを使って先方国内でビジネス展開し、
大きな利益を「個人」が享受するようなことがあってはなら
ない。そのような事例を防ぐためにも、まずは顔が見える関
係性の構築から始める必要があるとのことでした。

①新しい国際奉仕を創る
これまでの国際奉仕の課題として、奉仕期間の長期化、複数
年度の予算対応、特定会員への負担集中があげられました。
これを改善するため今年度掲げたテーマは、誰もが参加可能、
持続性のあるもの、負担が軽めな国際奉仕活動としました。

② 前年度受領済救急車の輸送負担額を削減するための輸送手
段の模索、贈呈先捜索と贈与

【今年度の結果】
① 新しい国際奉仕を創るため、近隣在住で公立小学校に通う

外国人子女とその親に向け、次のような活動を行いました。
・かわさきインターナショナルフェスティバルへの参加
（2019 年 7 月）→末永 直会員の紹介で、主催の国際交流
センターと連携したことにより、達成。



パニュエロ ミク
ロネシア連邦大
統 領 の 夫 人 は、
教育部門責任者
です。また、ミ
クロネシア連邦
大使館 一等書記官 スエナガ氏は、この国で最初の米山奨学生
であり、ロータリークラブに強い敬意があります。スエナガ
氏曰く、ミクロネシアの子どもたちの勉強する環境は整って
おりません。いつか現状のような床に座って授業を受ける状
態から、椅子や机が設備され、まっすぐ背筋を伸ばした状態
で授業を受けさせてあげたいとのことでした。将来的には机
と椅子などの寄贈を考えつつも、まずは鉛筆などの学用品寄
贈から始めたいと考えています。（別団体のトーストマスター
ズが第 1 弾でペン寄贈を実施済）
ODA（開発協力）… 開発途上地域の開発を主たる目的とする政

府及び政府関係機関による国際協力活動
日本外交協会… 平和な世界と責任ある日本の国づくりを目指

して、国際知識の普及啓発、外交支援事業、
教育界への貢献事業などを行う

ニコニコリポート 横山 芳春 副会場監督
小川 湧三 様（川崎鷺沼 RC）

おせわになります。
朝山 浩 会長

戸川 副会長、本日はよろしくお願い申し上げます。
朝山 浩 会長、戸川 俊雄 副会長、野口 隆一 幹事、
入来 武久 60 周年実行委員長

本日は国際奉仕委員会によるクラブフォーラムです。松下 
国際奉仕委員長、よろしくお願いいたします。また、3 月 4
日の 60 周年記念式典まで 2 週間となりました。皆様、ご協
力をお願いいたします。

国際奉仕委員会：松下 幸夫 君、末永 直 君
今日は卓話させていただきます。我々のクラブの歴史に触れ
つつ、今年度そして今後に向けた卓話をさせていただきます。

ビール同好会：戸川 俊雄 君、生垣 繁 君、宮崎 秀樹 君、
大部 哲也 君、洪 征治 君、豊見山 徹 君

犬の散歩をしていたら、うぐいすの鳴き声が聞こえました。
いつもより早い気がしました。松下 会員、本日の卓話期待
してます。

松波 登 君、横山 芳春 君、大塚 正一 君、茂木 常夫 君
松下 国際奉仕委員長、本日のクラブフォーラムよろしくお
願いいたします。

武田 信平 君
16 日にルヴァンカップ・グループステージ第 1 戦、フロ
ンターレ対清水エスパルス戦が行われました。前半 10 分、
23 分に得点をして前半が終了。後半が始まると清水の圧力
が強まり、ペースが掴めません。そんな中、22 分に失点し
てしまいました。しかし、選手交代で息を吹き返し、その
後 3 得点をあげ、5 対 1 で勝利しました。まずまずの内容
だと思います。22 日はリーグ開幕戦、サガン鳥栖とホーム
で戦います。是非とも連勝して波に乗って欲しいですね。

・小林 政男会員協力の基、餅つき体験の開催→直接の人的
導線確保困難により未達。

・ピアニカ購入費支援→タイミングが合わず、先方事情で
先行実施済により未達。

② 前年度受領済の救急車の輸送負担額を削減するための輸送
手段の模索、贈呈先捜索と贈与

・ODA を利用し、輸送負担額を削減に向け進行中。
・市川 巧一会員（川崎中原 RC）からのナミビア親善大使  

クルツ会員（新横浜 RC）紹介により、寄贈先として「ナミ
ビア共和国」の推薦あり。また、クルツ会員と同じクラブ
に在籍し、アフリカ南部に位置するレソト王国へ救急車を
寄贈した経験のある若田 順会員（新横浜 RC）に、諸々のノ
ウハウを教わりに表敬訪問し、更なるネットワークに結び
付いた。（若田 順会員は、川崎北 RC の救急車寄贈について
学び、その後日本外交協会を通じて ODA を使い、輸送費調
達のノウハウも学ばれたとのこと。）

若田 順会員が利用した一般社団法人 日本外交協会（SPJD）の
リサイクル援助事業では、日本国内で一定期間使用された機材
を地方自治体などから譲り受け、修理、整備した上で開発途上
国へ贈っています。元々の使用状態がよい上に、相手国と日本
の国旗や、日本の援助として寄贈していることを示すマークな
どを塗布した車両や機材は、受入機関に大変喜んで使用してい
ただけるだけでなく、一般の人々の生活の中で、日本の顔が見
える援助物資として活躍しています。このような国境を越えた
物資の有効再利用については、国内外で様々な要請や協力の申
し出があり、いろいろな可能性が広がっています。また、輸送
などの経費においては、事業を実施するために要請団体にその
国にある日本大使館へ「草の根・人間の安全保障無償資金協力」
を申請していただきます。日本大使館がその国の地方自治体や
NGO 団体などを対象として地域開発の重点分野事業を行うた
めに設けているのが ODA 資金です。申請書の作成や関連書類
の取得に関しては、SPJD が要請団体をサポートします。

今後の活動内容は以下の通りです。
・バッテリー交換
・日本外交協会側が現役の救急救命士と契約し、受領した救急

車の装備品使用可否等の確認（近日中）
・受領した救急車を朝山会長の駐車場へ移動
・協賛いただける近隣クラブの集約
・ 協賛クラブの名前を入れたステッカー製作（ここで費用確定）
・ナミビア共和国側からの ODA 申請等完了後、来期 ODA 予

算執行可能になり次第（5 月以降）、輸送手続きへ
・5 月～ 6 月に輸送（前後して国内およびナミビア現地での授

与式など）

【新たな顔の見える関係性の構築】
・武蔵中原にある天然素材蔵オーナーの瀧永 聡さん

が開発した、「お米から作ったノンアルコールサ
ングリア」の世界進出の支援。

川崎名産品やふるさと納税にもに認定され、2 月に
シンガポールで行われる日本の天皇のお祝いの式に
て振舞われることとなり、世界からの注目も集めて
います。天然素材蔵オーナーの瀧永 聡さんとの繋が
りから、2019 年 11 月ミクロネシア大統領レセプ
ションパーティーに招待され、ジョン・フリッツ ミ
クロネシア連邦特命全権大使との交流がありました。 


